























































































































































































































































　近年のブラウザーによる音声合成（TTS: Text To Speech）は往時より改善
されており、第三声の連続やアル化などの変化も「発音」できるようであ
る。しかし、多音字の読み方にはまだ難があり、現状では見出し語や例文に
とる音を、まちがえて「発音」することもある。したがって、音声合成につ
いてはいまだ実験段階にとどまるが、今後、技術の進展をみて方針をさだめ
たい。
2.3　学習コンテンツの開発
　辞典データベースの提示方法を変更すれば、穴埋め問題やコロケーション
などの学習コンテンツをつくることはできるだろう。しかし、これらの学習
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コンテンツにどの単語をふくめるべきか、「学習上必要な語はまずどれであ
るか」などの問題を判断する必要もあるだろう。この点については今後、検
討を重ねていきたい。
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